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沌泉水中の珪酸塩畳が湧.Ll腰 ,変動する事

は既に報告したが1㌧ その変動 の原 田 と し

て,比色的に定量される珪酸は,イオン状或

は分子状のものであろうと2)考え られ て 居

り,温泉湧出後は,このイオン或は分子状の

珪酸が,コロイド状或は沈澱状珪酸に変化す

るためであろうと推定されている.そこで若

し珪酸塩が前述の如 く変化するもの であれ

ば,これに共沈剤或は沈澱促進剤を添加すれ

揺,イオン状珪酸は別として,コロイド並び

に沈澱状珪酸は共沈剤と共沈し,溶液中に残

存しな くなることが推察される･著者はか i

る見地にもとづいて以下次の様な実験を行っ

たのでこれらの結果について報告する.

測 定 方 法

測定法は比色法によった･即ち試料20C(I,に

濃硫酸 2滴を滴下してpHを1附近にした後,

10%モ .)ブヂ-/酸 7ンモニウム溶液 を加 え

10-30分の問にプルフリツヒ比色計にて,フ

ィルターSi･3を使い,キュベットは30mmの

ものを用いて測定した.

なお共沈剤或は沈澱剤として使用した,ア

ル ミニウム及び鉄の溶液は,夫々カリ明答並

びにモール塩を蒸溜水に溶解したものである

が,カ1)明嬰は飽和 溶液を,モ ール塩 は,

1C｡-I-TmgFeの溶液を使H~】した.

結 果 並 び に考 察

使用した温泉水は,三朝温泉 三朝舘の湯,

相室の湯∴三朝貫紬J館の湯であって,其の他に

健

蒸溜水並びに珪酸 ソーダの溶液を使 用した･

碑子製三角フラスコで蒸溜水を炭酸 ソーダ

と共に煮沸すると著 しく多量に珪酸が溶出す

る事が知られる･白金相場を使用すると僅か

であり,洪酸ソーダ其の他に含まれているも

のと考えられる･

次に洩泉水に炭酸 ソーダを加えて煮沸すれ

ばかえってもとの温泉水よE)も珪酸含量が減

少する事がある･同様にアンモニヤでアルカ

7)性にしてもや 低ゝい結果が出る傾 向が あ

る.この原因としてほ,茨酸 ソーダを加えて

10分程度煮沸しても,その アルカリ性 の た

め,イオ-/状珪酸は一部凝固を起すと考えら

れる･

次に飽和カリ明答の溶液 5ccを添加し,ア

ンモニヤ水にてアルカリ性にすると水酸化ア

ル ミニウムの沈澱を生するから,これを1分

軌 こ3SO0-1000回博の遠心分離器にて沈澱と

液とを分離し,液について珪酸塩を比色定量

すれば殆ど珪酸は見出されないほ どで あっ

た.更にこの液に茨酸 ソーダを加えて熔憩或

は1時間近 く煮沸した後,一定量の蒸滑水に

溶解し,pHを調節した後敬色を行ったが僅

かな珪酸含量であった.これは恐らく炭酸 ソ

ーダ,其の他の物質中に不純物として含まれ

ていたものから出たものであろう事は,蒸滑

水に茨酸 ソ-ダを加えて同様に行った墨試験

の値からも推察される.

以上の実験の如 く, アル ミニウムの沈澱を
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分離した際,凝固した珪酸塩がアル ミニウム

と共沈しないならば,二大の操作に於て米酸 ソ

ーダと熔融或は長時間煮沸するたカ当然溶液

中に入 り,イオン状態となって発色するはづ

であるが,実際には殆 ど発色しなかった.こ

の事質は明らかに珪酸塩はアル ミニウムと完

全に共沈したと考えるのが安当と思われる.

SiOl･mg/B 第 1 図

珪酸のコロイド及び沈澱物を含む液を遠心

分離した溶液の珪酸含量 は,7･qmLeT/ASミO_o

(:12回平均)であったが,これを袈 酸 ソーダ

と共に蒸発熔融した結果は約1ii)Omg/ASi02

とな りや 1増加した事は遠心分離によって完

全に沈澱しなかったコロイド状珪酸等が溶解

し倒#･.したためと考えられる･

次に珪酸 ソーダの溶液にScc

60 120 18O 240分

Si()ヨrng/D 第 2 図
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の飽和カ.)明聾液を加える と,

珪酸 ソーダの溶液はIPルカ.)悼

のため直ちに沈澱が生する･そ

の際:)HはG.4-6･6附近に下D,

極めて弱い酸性を示した.これ

を遊心分離した液について同様

に珪酸含量を測定するとや 1高

い値を得る,これは完全にアル

ミニウム並びに珪酸が沈澱分離

せずに残ったた削こ生する結果

と思われる.

以上の結果から温泉水中の珪

酸は,アンモニヤ水叉は炭酸 ソ

ーダにてアルカT)性にすれば発

色する珪酸は減少し,更にアル

ミニウムを加えて沈澱分離を行

えば殆ど完全に発色する珪酸を

除去する事が出来るのを知る･

珪酸 ソ-ダ溶 液 は アルカ))

件で安定3) であるが, 過 泉 水

中の珪酸は前述 の如 くアルカ

I)性に於て必ずしも安 定 で な

く,実際に温泉 湧 出後,採 水

し,これ を約 0･1N,酸 性,

0･l及 び 0･1-～,アルカ1)性に

した後,時間 的に珪酸 含量の

5日 変化を測定した 結 果 が 第 1図
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4G j無 鞄用ではSiO20mg/D,Dもの 椅子製三角 フラスコ供用

Alを添加遠沈 LSiO21.-2mg/Cのもの

Al液 を添加遠沈 LSiO_～Orrlg/Dのもの

コロイ ド批並びに沈澱秋珪酸 包含 t]液 をPHl附妃に:て遠沈
SiO276mg/Cを示す もの

No.33の液 を櫨過 しナこもの

2..0 !珪酸 リー ダ液にAl液 を添加遠沈 し160mg/CSi02とな したもの

5. ㌔N｡.35の液 を白金即 題にて蒸発 した もの

珪髄 リーダ潜耽10ccを採 りNajCORを煮沸 ､渡過 した もの

珪酸 リ- ダ液 をAl添加遠沈 した152mg/OSi02のもの

Al添加遠沈 L2mg/OSiO12のもの

Al添加遠沈 し2mg/CSi02のもの

SiO2102rr･.F/Oの酸性披
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並びに第2図である･これらの囲からも知ら

れる様にアルカリ性に於ては,特色ある変化

が見られ一時極少値を示す傾向が 見られた･

苛性ソーダにてアルカリ性にする事よE)一時

珪酸が凝固するため,第 1図では珪酸含量が

少tlのであろう.然しまもな くこれは解離さ

れるが,その後アルカ7)に不安定な成分と共

に沈澱或は凝固が起きるが,それから後は長

時間煮沸する時と精似た現象によって解離す

るため,一時鮭少値を示すのではないかと考

えられる.

更に珪酸ソーダの溶液を一度酸性にしてか

ら5ccのアル ミウム溶液をカは ,然る後,ア

1/モニヤ水にてアルカ頼巨にしてアル ミニウ
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健

ムを沈澱せしめ遠心分離 して液中の珪酸含量

を求めると僅かな倍を示した･

本実験に於て,7ルカ1)慎二に於て771,ミ=

ウムと共沈せしめることによって,殆 ど完全

に珪酸を沈澱分離出来ることを明らかにした

が,コロイド及び沈澱状の珪酸のみで な く,

イオン状であったと思われる珪酸についても

沈澱するため珪酸の溶存状態はまだ十分に明

らかにする事は出来ないが,コロイド珪酸と

の共沈剤を追求し,珪酸の溶存状態を更に明

らかにする所存である.

終VJに臨み謹んで本研究所長大島博士に感謝の

意 を表す る次帯であ る･

戟

柑111.ehem.Soc.J叩nn,24226し1961)･

SrllUDIES ON THFJAGING OF TIITE MIN】tRAI.

WArllERS (Ill)

VARIATION OF SIIJCATE IN rllliEMINERAI.

lVA'11ERS

Takeshi SUGIHARA

(T)1VISION ()tllCI千民MJSTRY,P･ALNFJOLO(llICALI,AllORATORV,
OKAYAMA UNIVrl,RSITY)
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